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認できるのであるが，就中著者の得た成績ではSulfamerazine;-Sulfadiazine,及び著者教室に於け

る合成品I>yrimiⅧの効果が試騒管内試驍に於て遙かに.､Sulfapy面dme,Sulfathiazoleに優れ，

S血随加lamideにはこの作用を認め-ることが出來なかった。

斯くて著者は之等の結果を動物實験的に検討した成績に就いて本報に之を紹介せんとするもの

であるが,動物實驍雁鎚では尚之がjNa蕊その外の水溶性製鋼を用ひたので，前報に對する補足

として特にSUlfamelazinelSUlfadiaZine,Sulfathiazole,:釦池W面dineの各Na蝋、Pyrim"nの水

溶性誘導鵲Py戒mis･1に就き試驍管内に於けるPeniCiIEnとの相乗作用如何を更めて検討する虚

があった.〆而して溶蓮菌感染マウス」に對する治療實験の結果は大鵲に於て試騒管内試騒を裏書

きする如き成績を得たのであって,著者の行へる動物實験では被検藥物中SUlmmerazine,Sulfadi-

azme,ine,SnlfathiazOle、Sn晩thiaZOleを最も効果あるものとして筆げることが出來，就中Sulfamerazineに於て最

良の増掻作用を認迩得た“

供試物質

本研究に於て使用ぜる供試藥物は次の10種である．この裡PyrimiSon及びPyrimisOlは本教室

に於て新に合成せられたものである．
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